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(54)【発明の名称】 ソースドライバ、ソースライン駆動回路およびそれを用いた液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  階調表示が滑らかで、かつフリッカなどの表
示不具合のない、表示品位を格段に向上した液晶表示装
置を提供する。
【解決手段】  ソースラインを通して画素に階調電圧を
印加するソースライン駆動回路８のソースドライバ２
は、その内部に設けられている階調電圧作成用の抵抗分
割比が階調表示特性に合わせ最適化されており、かつレ
ベルシフト特性を考慮し正極性用と負極性用とで抵抗分
割比が非対称に設定されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  データ信号に従った階調電圧を、交流駆
動が必要な画素に供給するソースドライバにおいて、
階調電圧作成のための抵抗分圧回路が設けられ、該抵抗
分圧回路の抵抗分割比がレベルシフト特性に応じて正極
性用と負極性用とで非対称に設定されていることを特徴
とするソースドライバ。
【請求項２】  データ信号に従った階調電圧を、交流駆
動が必要な画素に供給するソースドライバにおいて、
内部に設けられた階調電圧作成のための抵抗分圧回路の
抵抗分割比が階調表示特性に応じて最適化されているこ
とを特徴とするソースドライバ。
【請求項３】  データ信号に従った階調電圧を、交流駆
動が必要な画素に供給するソースライン駆動回路におい
て、
請求項１または２記載のソースドライバと階調基準電圧
発生回路とを備え、前記ソースドライバには複数の入力
端子が設けられ、前記複数の入力端子には、各々電圧レ
ベルの異なる階調基準電圧が供給されているとともに、
前記複数の階調基準電圧に基づいて、正極性用の階調電
圧と負極性用の階調電圧とを作成することを特徴とする
ソースライン駆動回路。
【請求項４】  データ信号に従った階調電圧を、交流駆
動が必要な画素に供給するソースライン駆動回路におい
て、
請求項１または２記載のソースドライバを備え、前記ソ
ースドライバには入力端子が２つ設けられ、一方の入力
端子には正極性用の最上位階調基準電圧が、他方の入力
端子には負極性用の最下位階調基準電圧が供給されてい
るとともに、前記最上位階調基準電圧および最下位階調
基準電圧に基づいて、正極性用の階調電圧と負極性用の
階調電圧とを作成することを特徴とするソースライン駆
動回路。
【請求項５】  マトリクス状に配置された複数の画素
と、画素の各列に対応して配置された複数のデータ信号
線と、画素の各行に対応して配置された複数の走査信号
線とを備えるとともに、各画素にスイッチング素子を有
するアクティブマトリクス型液晶表示装置において、
データ信号線を駆動するために、請求項３または４記載
のソースライン駆動回路を備えたことを特徴とするアク
ティブマトリクス型液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、階調表示を行う表
示装置において、データ信号に応じてソースラインに供
給する階調電圧を作成するためのソースドライバ、それ
を用いたソースライン駆動回路、およびそれらを用いた
マトリクス型表示装置に関し、特に液晶表示装置のよう
に、表示画面を構成する画素に直流電圧が印加されると
劣化あるいは破壊される恐れがあることから交流駆動を

2
必要とする表示装置に用いられるソースドライバ、それ
を用いたソースライン駆動回路、およびそれらを用いた
表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、大画面にて高精細な表示が可能な
アクティブマトリクス型液晶表示装置の開発が盛んであ
る。上記アクティブマトリクス型液晶表示装置では、液
晶を挟持する一対の基板の一方に、薄膜技術にて形成さ
れた薄膜トランジスタ（ＴＦＴ：Thin Film Transisto
r）アレイを備えた構成が、広く採用されている。
【０００３】図９は、従来のアクティブマトリクス型液
晶表示装置における各画素の等価回路の一例を示す回路
図である。各画素は、図９に示すように、互いに直交す
るように配置されたソースライン４およびゲートライン
５の交点の各々に対応して設けられている。各画素には
たとえばアモルファスシリコンなどを用いて構成される
ＴＦＴが設けられ、ＴＦＴのゲート電極にゲートライン
５が接続され、ソース電極にソースライン４が接続され
ている。ＴＦＴのドレイン電極には、液晶セル容量Ｃ

LC

と、補助容量Ｃ
S
と、寄生容量Ｃ

gd
とが、負荷として接

続されている。なお、上記の寄生容量Ｃ
gd
は、ゲートラ

イン５と表示電極を兼ねたドレイン電極とが容量結合し
ていることによって生じる。液晶セル容量Ｃ

LC
および補

助容量Ｃ
S
において、ＴＦＴのドレイン電極に接続され

ていない方の端子は、対向基板の共通電極（図示せず）
に接続され、共通電極電圧Ｖ

COM
が与えられる。上記し

た構成により、画素は液晶セル容量Ｃ
LC
および補助容量

Ｃ
S
において、データ信号に応じた所定の電圧を一走査

期間を通じて書込むことにより、所定の階調表示を実現
する。
【０００４】液晶は電気化学的特性により、一定方向の
電界を長時間印加し続けていると劣化する。したがっ
て、液晶に印加される電界の方向が一定周期毎に逆方向
になるように駆動しなければならない。ドット反転方式
ではソースドライバが出力する階調電圧Ｖ

X
が、極性反

転信号ＲＥＶを基準として共通電極電圧Ｖ
COM
を中心に

反転し液晶セルを交流駆動する。
【０００５】階調電圧Ｖ

X
が印加されたときに液晶セル

容量Ｃ
LC
に生じる液晶セル電圧Ｖ

LC
は、寄生容量Ｃ

gd
の

影響を無視すれば、ソースライン４からＴＦＴのソース
電極およびドレイン電極を介して供給される階調電圧Ｖ

X
と、共通電極電圧Ｖ

COM
との差電圧であるが、実際の動

作上は、上記寄生容量Ｃ
gd
を無視することはできない。

【０００６】ここで、上記の寄生容量Ｃ
gd
が画素の駆動

に及ぼす影響について、図１０を参照しながら説明す
る。図１０は、ゲートライン５に供給される走査電圧Ｖ

Y
の波形、ソースドライバが出力する階調電圧Ｖ

X
の波

形、極性反転信号ＲＥＶの波形、共通電極電圧Ｖ
COM
の

波形、およびこれらの電圧によって液晶セル容量Ｃ
LC
に

生じる液晶セル電圧Ｖ
LC
の波形を表している。図１０に
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示すように、ゲートライン５を介してＴＦＴのゲート電
極に選択パルスが印加されると、ＴＦＴはオン状態とな
り、ソースライン４に印加されている階調電圧Ｖ

X
がソ

ース電極からドレイン電極を経て、ＴＦＴの負荷である
液晶セル容量Ｃ

LC
および補助容量Ｃ

s
へ送られる。これ

により、液晶セル電圧Ｖ
LC
は、上記選択パルスに同期し

て立上がる。選択パルスが立下がった時点の電圧（以
下、最終書込電圧と称する）は、液晶セル容量Ｃ

LC
およ

び補助容量Ｃ
s
によって保持されるが、実際には最終書

込電圧とＴＦＴがオフした後の保持電圧との間に、寄生
容量Ｃ

gd
への電荷の再分配の影響によって、レベルシフ

トΔＶが生じる。
【０００７】前記のレベルシフトΔＶは、図１０に示す
走査期間Ｔ

1
のように液晶セル電圧Ｖ

LC
が正極性の場合

には、保持電圧を最終書込電圧より低下させるよう作用
するが、走査期間Ｔ

2
のように液晶セル電圧Ｖ

LC
が負極 *

4
*性の場合には、保持電圧を最終書込電圧より上昇させる
ように作用する。
【０００８】この結果、走査期間Ｔ

1
および走査期間Ｔ

2

で液晶セル電圧Ｖ
LC
の実効値が異なることとなり、液晶

にＤＣ電圧が印加されることとなり液晶が劣化する。ま
た、正極性と負極性とで液晶に印加される電圧値が異な
ると、その電圧値に応じた輝度も異なることになり画像
のちらつき（フリッカ）が発生してしまう。この問題を
解決するために、従来、共通電極電圧Ｖ

COM
を上記レベ

ルシフトΔＶと同じだけシフトさせることにより、正極
性のときの液晶セル電圧Ｖ

LC
の実効値と負極性のときの

液晶セル電圧Ｖ
LC
の実効値とを等しくすることが提案さ

れている。
【０００９】なお、レベルシフトΔＶは、上述のように
寄生容量Ｃ

gd
が存在するために生じ、走査電圧Ｖ

Y
の振

幅をＶ
G
とすると、下記の式１で与えられる。

      ΔＶ＝（Ｃ
gd
／（Ｃ

gd
＋Ｃ

LC
＋Ｃ

s
））・Ｖ

G
                

…（１）【００１０】ここで、液晶セル容量Ｃ
LC
は、セルギャッ

プをｄ、表示電極の面積をＡ、液晶材料の比誘電率をε
LC
、真空誘電率をε

0
とすると、下記の式２で与えられ

る。
      Ｃ

LC
＝（ε

LC
・ε

0
／ｄ）・Ａ                             …（

２）【００１１】なお、液晶材料の比誘電率ε
LC
は、液晶分

子の配列状態すなわち液晶セル電圧Ｖ
LC
に応じて変化す

るので、液晶セル容量Ｃ
LC
は、下記の式３のように、液

晶セル電圧Ｖ
LC
の関数ｆ１として与えられる。なお、Ｋ

1
は定数である。

      Ｃ
LC
＝Ｋ

1
・ｆ１（Ｖ

LC
）                                 …（

３）【００１２】ゆえに、レベルシフトΔＶについても液晶
セル電圧Ｖ

LC
の関数ｆ２となり、下記の式４で与えられ

る。
【００１３】なお、Ｋ

2
は定数である。

      ΔＶ＝Ｋ
2
・ｆ２（Ｖ

LC
）                                 …（４

）【００１４】また、液晶の光透過率は、液晶セル電圧Ｖ

LC
の大きさに対して非線形に変化する。つまり、階調表

示を実現するときに、液晶セル電圧Ｖ
LC
の実効値は各階

調ごとに異なっているので、各階調におけるレベルシフ
トΔＶの大きさも一定でないことが分かる。したがっ
て、各階調ごとに、レベルシフトΔＶの補正を行う必要
がある。
【００１５】まず、従来のアクティブマトリクス型液晶
表示装置の概略構成について説明する。図１１に示すよ
うに、従来のアクティブマトリクス型液晶表示装置は、
複数の画素がマトリックス状に配置された画素アレイ１
と、互いに直交するように配置された複数のソースライ
ン（図示せず）および複数のゲートライン（図示せず）
からなる液晶パネルと、ソースラインを駆動するソース
ライン駆動回路８と、ゲートラインを駆動するゲートド
ライバ３とを備えている。
【００１６】ソースライン駆動回路８には、ソースドラ
イバ２とソースドライバに基準電圧を供給するための複
数の基準電圧発生回路９（正極性と負極性用）とが設け
られている。ソースドライバ２の出力電圧発生部は階調
電圧作成回路、階調選択回路、出力バッファ（図示せ
ず）からなり、正極性用（Ｈ用）基準電圧発生回路およ
び負極性用（Ｌ用）基準電圧発生回路で作成した正極性

用基準電圧および負極性用基準電圧はソースドライバ２
の階調電圧入力端子を通して出力階調電圧作成回路に供
給される。
【００１７】階調電圧作成回路は複数の抵抗を直列に接
続した抵抗分圧回路が設けられ、正極性用基準電圧およ
び負極性用基準電圧間を該抵抗分圧回路で当分割に分圧
することにより、多数の出力階調電圧を作成している。
作成された複数の階調電圧は出力階調データに応じて選
択回路により選択され、出力バッファを介して液晶パネ
ルのソースライン４に出力される。
【００１８】このとき前述したようにレベルシフトΔＶ
が存在するため、補正（以下ΔＶ特性の補正という）を
する必要がある。液晶への印加電圧に対するレベルシフ
トΔＶの特性を理想的に補正するためには各階調電圧ご
とに適正な階調電圧を与えればよいが全階調をソースド
ライバ２に入力するのは、回路規模が大きくなり実用的
ではない。そのため、通常は正・負各５点程度の基準電
圧をソースドライバ２の基準電圧入力端子に供給し、そ
の間をソースドライバ２内部の階調電圧発生回路の直列
抵抗で等分割することにより、ΔＶのずれを減らしてい
る。
【００１９】
【発明が解決しようとする課題】従来のソースドライバ
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は内部の階調電圧発生回路につながる基準電圧入力端子
を複数個備え、該入力端子間の抵抗値を等分割すること
でさらに多くの階調電圧を作成していた。また、内部の
階調電圧発生用直列抵抗が正極性用と負極性用で対称に
設定されていた。そのため、最上位および最下位の基準
電圧入力端子にだけ最上位電圧と最下位電圧を供給した
場合は、各々の階調における正極性の階調電圧と負極性
の階調電圧とが上下対称になるように作成される。しか
しながら、前述したように液晶駆動時には各階調ごとに
異なるレベルシフトΔＶが存在し、そのΔＶ特性を補正
しなければならない。そのため、通常は前記のようにソ
ースドライバの正・負各５点程度の基準電圧入力端子に
ΔＶを考慮した非対称な電圧値を供給し、その間をソー
スドライバ内部の階調電圧発生回路の直列抵抗で等分割
することにより、ΔＶのずれを減らしている。
【００２０】ソースドライバに外部から複数個の基準電
圧を供給するのには、大きく２つの理由がある。第１は
滑らかな階調表示を実現するためであり、第２はレベル
シフトΔＶ特性の補正を最適に近づけるためである。
【００２１】第１の理由について以下に述べる。ソース
ドライバ内部の階調電圧作成回路は等分割された直列抵
抗からなり、通常は画像特性に合うように外部から電圧
を供給するが、等分割されているがゆえに階調－輝度特
性をとると、入力点が少ない場合には基準入力間の輝度
変化が直線的な特性となり図１２の実線で示すように輝
度変化がスムーズに変化しない。図１２の実線は、従来
のソースドライバの階調－輝度特性で、各プロット点
は、階調電圧が入力される点である。図１２では、外部
から５点の階調電圧が入力された場合を示す。また図１
２の点線は６４階調の場合に全階調をスムーズに表示す
ることを想定した場合の理想的な階調－輝度特性であ
る。しかしながら、階調電圧の入力点が５点程度と入力
点が少ない従来の場合では、図１２に示す実線のように
輝度が直線的に変化し理想的な階調－輝度特性は得られ
ない。このような複数の基準点を設けて階調－輝度特性
を改善する技術は、たとえば特開昭６１－４３７４号公
報に記載されている。
【００２２】次に第２の理由について以下に述べる。図
１３は、ソースドライバ内部の抵抗値が基準電圧間で等
分割されている従来のドライバの出力電圧のセンター値
（正極性および負極性電圧の平均値）とレベルシフトΔ
Ｖ特性とを示している。横軸は階調を表し、縦軸は電圧
を表す。図１３の曲線３２は各階調電圧におけるレベル
シフトΔＶ特性を示す。破線３１は、基準電圧間を等分
割したときの各階調電圧におけるソースドライバ発生電
圧のセンター値を示す。破線３１と曲線３２とが一致す
ると、液晶にはＤＣ電圧は印加されず、適正に交流駆動
されることになる。しかしながら、前述のように基準電
圧が離散的に入力される場合には、レベルシフトΔＶを
考慮した最適な基準電圧が入力される階調以外の階調で

6
は、破線３１に示すように等分割の抵抗から作成された
電圧が出力される。このため、ΔＶ特性の補正が充分に
なされず、適正なΔＶ特性からずれＶａが生じる。この
ずれ量が大きいと、最適に交流駆動がされず液晶にＤＣ
電圧がかかってしまい、液晶劣化の原因になってしまう
だけでなくフリッカーまたは焼つけなどの不具合が生じ
る。
【００２３】上記２つの不具合は表示装置としての性能
を大きく損なう問題であり、表示品位を向上するために
は多数の基準電圧入力点が必要になる。しかしながら、
回路規模などの点で基準電圧を入力するポイントには限
度があり、通常は多くとも正負各５点ずつくらいであ
る。それでもソースドライバ内で基準電圧間の抵抗値を
等分割しているため前記のとおり厳密にΔＶ特性を補正
することができず、ＤＣ電圧が液晶に印加される。ま
た、基準電圧の入力点の前後で輝度の変化率が急激に変
化するため階調のランプ表示（白から黒まで直線的に変
化していく画像の表示）を行った場合などに不自然な輝
度変化をするのがはっきりと確認される。
【００２４】またΔＶ特性の補正をするために従来技術
では、共通電極駆動回路に共通電極電位可変用の可変抵
抗器を設け、各階調でのフリッカ評価パターンを目視ま
たは画像認識して、任意の何点かの階調でフリッカが少
なくなるように可変抵抗器の抵抗値を調整することで共
通電極電圧Ｖ

COM
を適正に近付けていた。

【００２５】しかしながら、ソースドライバ内部の抵抗
分圧回路で外部基準電圧間を等分割して階調電圧を作成
する従来技術では、図１３に示すようにレベルシフトΔ
Ｖの補正が全階調電圧で完全に合わないため、ある階調
でフリッカが見えなくなるように共通電極電位Ｖ

COM
を

調整しても、その他の階調では正極性の液晶セル電圧Ｖ

LC
と負極性の液晶セル電圧Ｖ

LC
とが異なった値をとるこ

とになり、それらの階調電圧においてはフリッカが発生
し、表示品位向上の妨げになっていた。また、共通電極
電位Ｖ

COM
の調整作業が非常に困難であり、時間もかか

っていた。
【００２６】また、特開平７－９２９３７号公報には、
図１４に示すようにソースドライバの外部にソースドラ
イバに階調電圧を供給する階調電圧発生回路が設けら
れ、階調電圧発生回路内に形成された複数の階調電圧を
形成する抵抗分圧回路の両端に、最大振幅電圧Ｖ

S
と基

準電圧Ｖ
C
との加算電圧＋Ｖ

1
と減算電圧－Ｖ

1
とが交流

化信号により交互に供給されるとともに、図１５の
（ａ）および図１５の（ｂ）に示すように、抵抗分圧回
路の中点に供給する中点電圧Ｖ

asc
を基準電圧Ｖ

C
からず

らすことにより、非対称にされた両極性の階調電圧を出
力させ、共通電極の電圧に対して各階調電圧のセンター
値をそれぞれに最適に設定し、多階調化を図りつつ残像
現象を防止できる液晶表示装置の駆動方法が開示されて
いる。
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7
【００２７】しかしながら、前記公報に開示されている
駆動方法でＮ階調表示する場合、全ての階調電圧のセン
ター値を最適に設定するには、階調電圧発生回路中の抵
抗分圧回路を正極性、負極性それぞれＮ個ずつ抵抗分割
する必要があり、回路規模が増大し製造コストおよび消
費電力を上昇させることとなり実用的でない。より詳細
には、たとえば最上位基準電圧と最下位基準電圧との差
が１０Ｖで６４階調表示を行うとき、正確な階調表示に
は最も高精度であるべき中間階調表示領域で５ｍＶ程度
の電圧精度が要求される。これを実現するには、０．０
５％の抵抗値精度が要求され、ソースドライバ外部のデ
ィスクリート抵抗器として通常使用される抵抗値精度
（１％）よりはるかに高性能な抵抗器が必要である。つ
まり、これをディスクリート抵抗器で実現することは実
用的ではない。また、このような電圧精度が必要な回路
を、ソースドライバ外部のディスクリート部品を使用し
て分圧すると、たとえばバックライトなどの外来ノイズ
により分圧電圧値が安定しないなどの問題があり、電圧
値精度が悪く正確な階調表示ができない。
【００２８】本発明の目的は、階調表示が滑らかで、か
つフリッカ、焼付けなどの表示不具合のない、表示品位
を格段に向上した液晶表示装置を提供することである。
【００２９】
【課題を解決するための手段】本発明は、データ信号に
従った階調電圧を交流駆動が必要な画素に供給するソー
スドライバにおいて、階調電圧作成のための抵抗分圧回
路が設けられ、該抵抗分圧回路の抵抗分割比がレベルシ
フト特性に応じて正極性用と負極性用とで非対称に設定
されていることを特徴とするソースドライバである。
【００３０】本発明に従えば、ソースドライバに設けら
れている階調電圧作成用の抵抗分圧回路の複数の抵抗分
割比が、液晶の誘電率異方性に起因するレベルシフトΔ
Ｖの非線形な特性を考慮して正極性用と負極性用とで非
対称となるように設定されているので、レベルシフトΔ
Ｖ特性の補正を各階調において行うことができ、各階調
毎に正極性の液晶セル電圧Ｖ

LC
と負極性の液晶セル電圧

Ｖ
LC
とを等しくすることができる。すなわち、液晶分子

によけいなＤＣ電圧がかかることがなくなるため、焼付
きが発生せず、フリッカなどの表示不具合を解消するこ
とができ、表示品位を格段に向上することが可能とな
る。また、全ての階調電圧がレベルシフトΔＶを考慮し
て完全な補正がされているため、各階調のフリッカ評価
パターンにて目視により共通電極電圧Ｖ

COM
を調整する

作業において、ある任意の１点の階調でフリッカが見え
なくなるように共通電極電圧Ｖ

COM
を調整するだけで、

全階調でフリッカなどの表示不具合を完全に解消するこ
とができ、共通電極電圧Ｖ

COM
の調整作業が非常に楽に

なり、作業時間を短縮することが可能となる。
【００３１】また本発明は、データ信号に従った階調電
圧を、交流駆動が必要な画素に供給するソースドライバ
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において、内部に設けられた階調電圧作成のための抵抗
分圧回路の抵抗分割比が階調表示特性に応じて最適化さ
れていることを特徴とするソースドライバである。
【００３２】本発明に従えば、ソースドライバ内に設け
られる階調電圧作成用の抵抗分圧回路の複数の抵抗分割
比をＩＣ（Integrated Circuit：集積回路）化すること
により高精度で目標とするγ特性（階調表示特性）に合
わせ込むことが可能である。よって、本発明によるソー
スドライバは、理想的なγ特性を有する滑らかな階調表
示を実現する液晶印加電圧を出力することができる。
【００３３】また本発明は、データ信号に従った階調電
圧を交流駆動が必要な画素に供給するソースライン駆動
回路において、前記ソースドライバと階調基準電圧発生
回路とを備え、ソースドライバには複数の入力端子が設
けられ、前記複数の入力端子には、各々電圧レベルの異
なる階調基準電圧が供給されているとともに、前記複数
の階調基準電圧に基づいて、正極性用の階調電圧と負極
性用の階調電圧とを作成することを特徴とするソースラ
イン駆動回路である。
【００３４】本発明のソースライン駆動回路は、階調電
圧作成用の抵抗分割回路の抵抗分割比が前述のように設
定されているので、従来のように多数のレベルの階調基
準電圧をソースドライバに供給しなくとも画素を最適に
駆動することができる。したがって、ソースライン駆動
回路のソースドライバ外部に設ける階調基準電圧発生回
路を削減することができるので、全体としてソースライ
ン駆動回路規模を縮小することができ、部品コストを低
減できるとともに、低消費電力化を実現することが可能
となる。
【００３５】また本発明は、データ信号に従った階調電
圧を、交流駆動が必要な画素に供給するソースライン駆
動回路において、前述のソースドライバを備え、前記ソ
ースドライバには入力端子が２つ設けられ、一方の入力
端子には正極性用の最上位階調基準電圧が、他方の入力
端子には負極性用の最下位階調基準電圧が供給されてい
るとともに、前記最上位階調基準電圧および最下位階調
基準電圧に基づいて、正極性用の階調電圧と負極性用の
階調電圧とを作成することを特徴とするソースライン駆
動回路である。
【００３６】本発明に従えば、ソースライン駆動回路
は、正極性の最上位階調基準電圧と負極性用の最下位階
調基準電圧とをソースドライバに供給し、正極性用およ
び負極性用の全ての階調電圧をソースドライバ内の抵抗
分圧回路で高精度かつ適正に作成することが可能となる
ため、ソースドライバ外部に階調基準電圧発生回路を設
ける必要がなく、ソースライン駆動回路規模を縮小する
ことができ、部品コストを削減できるとともに、低消費
電力化を実現することが可能となる。
【００３７】また本発明は、マトリクス状に配置された
複数の画素と、画素の各列に対応して配置された複数の



(6) 特開２００１－１００７１１

10

20

30

40

50

9
データ信号線と、画素の各行に対応して配置された複数
の走査信号線とを備えるとともに、各画素にスイッチン
グ素子を有するアクティブマトリクス型液晶表示装置に
おいて、データ信号線を駆動するために、前記ソースラ
イン駆動回路を備えたことを特徴とするアクティブマト
リクス型液晶表示装置である。
【００３８】本発明によるアクティブマトリクス型液晶
表示装置は、ソースドライバに設けられている階調電圧
作成用の抵抗分圧回路の抵抗分割比が正極性用と負極性
用とで非対称となるように設定されているため、各階調
電圧によって異なるレベルシフトΔＶを、ソースドライ
バ内の抵抗分圧回路の抵抗分割比に反映させて補正する
ことが可能となる。そのため、フリッカなどの表示不具
合を解消することができ、表示品位を格段に向上したア
クティブマトリクス型液晶表示装置を得ることが可能と
なる。
【００３９】また、従来のように多数の外部階調基準電
圧をソースドライバに供給することなく、目標のγ特性
に合わせ込んだ理想的で高精度な階調電圧を作成するこ
とができる。したがって、ソースドライバ外部に設ける
階調基準電圧発生回路を縮小することができ、全体とし
てソースライン駆動回路規模を縮小することができ、部
品コストを削減できるとともに、低消費電力化を実現す
ることができる。
【００４０】
【発明の実施の形態】以下に、本発明の実施の形態を説
明する。
【００４１】まず、本発明のアクティブマトリクス型液
晶表示装置の概略構成について説明する。本アクティブ
マトリクス型液晶表示装置は、図１に示すように、互い
に直交するように配置された複数のソースライン４（デ
ータ線）および複数のゲートライン５と、画素アレイ１
と、ソースライン４を駆動するソースドライバ２と、ゲ
ートライン５を駆動するゲートドライバ３とを備えてい
る。図１では、ソースドライバ２として階調電圧を発生
させる回路が中心に示されており、データ信号を入力す
る回路およびタイミング制御回路などは省略されてい
る。
【００４２】画素アレイ１は、隣接する２本のソースラ
イン４と隣接する２本のゲートライン５とで囲まれた領
域に１つずつ設けられた画素７によって形成されてい
る。すなわち、画素７は全体としてマトリクス状に配列
されて、画素アレイ１を形成している。
【００４３】ＴＦＴ６のドレイン電極には、液晶セル容
量Ｃ

LC
と、補助容量Ｃ

s
と、寄生容量Ｃ

gd
とが、負荷と

して接続されている。なお、上記の寄生容量Ｃ
gd
は、ゲ

ートライン５と表示電極を兼ねたドレイン電極とが容量
結合していることによって生じる。液晶セル容量Ｃ

LC
お

よび補助容量Ｃ
s
において、ＴＦＴ６のドレイン電極に

接続されていない方の端子は、対向基板の共通電極（図

10
示せず）に接続され、共通電極電圧Ｖ

COM
が与えられ

る。
【００４４】上記した構成により、画素７は、液晶セル
容量Ｃ

LC
および補助容量Ｃ

s
において、映像信号に応じ

た所定の電圧を一走査期間を通じて保持することによ
り、所定の階調表示を実現する。階調電圧Ｖ

X
が印加さ

れたときに液晶セル容量Ｃ
LC
に生じる液晶セル電圧Ｖ

LC

は、寄生容量Ｃ
gd
の影響を無視すれば、ソースライン４

からソースおよびドレインを介して供給される階調電圧
Ｖ
X
と、共通電極電圧Ｖ

COM
との差電圧である。

【００４５】（実施の形態１）図２に、６４階調表示さ
せる場合のアクティブマトリクス型液晶表示装置を示
す。実施の形態１においては、図２に示すように、ソー
スライン駆動回路８は、ソースドライバ２を有し、ソー
スドライバ２の外部に階調基準電圧発生回路９が設けら
れている。
【００４６】ソースドライバ２は、図３に示すように、
複数の階調基準電圧入力端子Ｓ

H1
，Ｓ

Hn
，Ｓ

HN
，Ｓ

LN
，

Ｓ
Ln
，Ｓ

L1
を持ち、内部にＩＣ（集積回路）化された階

調電圧作成回路１１、選択回路１２、出力バッファ１３
を備えている。外部電源（図示せず）および階調基準電
圧発生回路９により形成された階調基準電圧は、該ソー
スドライバの入力端子に供給され、階調電圧作成回路１
１で階調基準電圧が抵抗分割され、さらに複数の階調電
圧が作成されて、選択回路１２において、データ信号に
応じたいずれかの階調電圧が選択され、出力バッファ１
３を介してソースライン４へ出力される。
【００４７】ソースドライバ２の階調電圧作成回路１１
は、複数の抵抗が直列接続された抵抗分圧回路からな
る。たとえば、Ｎ階調表示させる場合には、２Ｎ－１個
の抵抗が一方の入力端Ｓ

H1
から他方の入力端Ｓ

L1
の間

に、Ｒ
H1
，Ｒ

H2
，…，Ｒ

Hn
，…，Ｒ

HN-1
，Ｒ

m
，

Ｒ
LN-1
，…，Ｒ

Ln
，…，Ｒ

L1
の順に直列に設けられてい

る。
【００４８】入力端子Ｓ

H1
には、外部電源により形成し

た正極性用最上位階調基準電圧Ｖ
H1
’が供給され、入力

端子Ｓ
L1
には、外部電源により形成した負極性用最下位

階調基準電圧Ｖ
L1
’が供給される。入力端子Ｓ

Hn
には階

調基準電圧発生回路９により形成した正極性基準電圧Ｖ

Hn
’が供給され、入力端子Ｓ

HN
には階調基準電圧発生回

路９により形成した正極性用基準電圧Ｖ
HN
’が供給され

る。入力端子Ｓ
Ln
には階調基準電圧発生回路９により形

成した負極性用基準電圧Ｖ
Ln
’が入力端子Ｓ

LN
には階調

基準電圧発生回路９により形成した負極性用基準電圧Ｖ

LN
’が供給される。
【００４９】入力端子Ｓ

H1
に供給される正極性用最上位

階調基準電圧Ｖ
H1
’は正極性の第１の階調電圧Ｖ

H1
とし

て選択回路１２に供給される。入力端子Ｓ
L1
に供給され

る負極性用最下位階調基準電圧Ｖ
L1
’は、負極性の第１

の階調電圧Ｖ
L1
として選択回路１２に供給される。抵抗
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Ｒ

H1
と抵抗Ｒ

H2
の交点には、抵抗分圧回路の抵抗分割比

によって、正極性の第２の階調電圧Ｖ
H2
が発生する。同

様に、抵抗Ｒ
Hn-1

と抵抗Ｒ
Hn
の交点に正極性のｎ番目の

階調電圧Ｖ
Hn
が、抵抗Ｒ

HN-1
と抵抗Ｒ

m
の交点に正極性

のＮ番目の階調電圧Ｖ
HN
が発生する。同様に、抵抗Ｒ

L1

と抵抗Ｒ
L2
の交点に負極性の第２階調電圧Ｖ

L2
が、抵抗

Ｒ
Ln-1
と抵抗Ｒ

Ln
の交点に負極性のｎ番目の階調電圧Ｖ

Ln
が、抵抗Ｒ

LN-1
と抵抗Ｒ

m
の交点に負極性のＮ番目の

階調電圧Ｖ
LN
が発生する。

【００５０】このとき、すべての階調においてレベルシ
フトΔＶ特性の補正が完全になされた階調電圧を作成す
るためには階調電圧作成回路１１の抵抗分割比を適切に
設定しなければならない。
【００５１】全ての階調において正極性の液晶セル電圧
Ｖ

LC
と負極性の液晶セル電圧Ｖ

LC
とを等しくするには、

ソース出力電圧のセンター値（Ｖ
Hn
＋Ｖ

Ln
）／２が、各

階調でのΔＶ特性を考慮した共通電極電圧Ｖ
COM
に等し

くならなければならない。すなわち、レベルシフトΔＶ
特性が各階調電圧によって一定でないことからソースド
ライバの出力電圧を各階調ごとに上下非対称になるよう
に設定しなくてはならない。ここで、上下非対称にする
とは、正極性のｎ番目の階調電圧Ｖ

Hn
と共通電極電圧Ｖ

COM
との電位差と負極性のｎ番目の階調電圧Ｖ

Ln
と共通

電極電圧Ｖ
COM
との電位差を異ならせることを指す。

【００５２】図４に６４階調表示の場合のソースドライ
バ２内部の階調電圧発生回路１１である抵抗分圧回路を
レベルシフトΔＶ特性の補正が完全になされるように、
各個の直列抵抗の抵抗値の設定例を示す。曲線４１は正
極性用の階調電圧Ｖ

H1
，Ｖ

H2
，…，Ｖ

H64
を作成するた

めの６３個の直列抵抗Ｒ
H1
，Ｒ

H2
，…，Ｒ

Hn
，…，Ｒ

H

63
の抵抗値を表す。曲線４２は負極性用の階調電圧

Ｖ
L1
，Ｖ

L2
，…，Ｖ

L64
を作成するための６３個の直列

抵抗Ｒ
L1
，Ｒ

L2
，…，Ｒ

Ln
，…，Ｒ

L63
の抵抗値を表

す。図４から分かるように、正極性用の階調電圧を作成
するための直列抵抗の抵抗値と負極性用の階調電圧を作
成するための直列抵抗の抵抗値とは、レベルシフトΔＶ
特性の補正を考慮して上下非対称の設定になっている。
【００５３】実施の形態１では、６４階調表示させるた
め、図２で示すように２レベルの正極性の階調基準電圧
Ｖ

H32
’，Ｖ

H64
’と、２レベルの負極性の階調基準電圧

Ｖ
L32
’，Ｖ

L64
’とが階調基準電圧発生回路で作成さ

れ、各々ソースドライバの入力端子Ｓ
H32
，Ｓ

H64
，Ｓ

L32
，Ｓ

L64
に供給される。

【００５４】図５に、本実施の形態のソースドライバ２
の抵抗分割回路で作成された正極性と負極性の各階調毎
のソースラインへの出力電圧を示す。さらに図５の拡大
図を図６に示す。図５および図６では、６４階調表示を
行う場合を示しており、図６には、レベルシフトΔＶの
階調電圧依存性および従来のソースドライバを用いた場
合のソースラインへの出力電圧も併せて示している。図
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５および図６の横軸は階調を表し、縦軸は出力電圧を表
す。図５および図６の曲線２１は、本実施の形態におけ
る正極性の各階調毎のソースラインへの出力電圧を、曲
線２２は、本実施の形態における負極性の各階調毎のソ
ースラインへの出力電圧を、曲線２３は、レベルシフト
ΔＶの階調電圧依存性（ΔＶ特性）を表す。また、図１
５の曲線２４は、従来の正極性の各階調毎のソースライ
ンへの出力電圧を、曲線２５は、従来の負極性の各階調
毎のソースラインへの出力電圧を表す。図５および図６
ではソースドライバの出力が階調１の正極性で＋１０
Ｖ、階調１の負極性で０Ｖ、センター電圧が＋５Ｖの場
合を示す。
【００５５】レベルシフトΔＶは、階調が大きくなるに
つれて上昇し、階調１から階調６４までに、約＋０．４
Ｖ上昇し、階調電圧によって非線形に変化することがわ
かる。本実施の形態では、ソースドライバの階調電圧
は、各階調においてレベルシフトΔＶの階調電圧依存性
を考慮して作成されているため、正極性のソースライン
への出力電圧曲線２１と負極性のソースラインへの出力
電圧曲線２２とはレベルシフトΔＶ特性曲線２３に対し
て対称となっている。そのため、各々の階調における正
極性の液晶セル電圧Ｖ

LC
と負極性の液晶セル電圧Ｖ

LC
と

を等しくすることができ、フリッカなどの表示不具合は
見られない。
【００５６】これに対して、従来技術では曲線２４，２
５に示すように、出力電圧がセンター電圧＋５Ｖに対し
てのみ各階調で対称となっており、液晶によけいなＤＣ
電圧がかかり、液晶の劣化またはフリッカが発生する。
また、従来技術では、たとえば正極性用階調基準電圧と
負極性用階調基準電圧を各々５点程度づつ、外部回路か
らソースドライバに供給し、レベルシフトΔＶ特性の補
正のずれが少なくなるよう試みられてきたが、実際は、
図１３に示すように目標とする電圧からずれＶａが生
じ、Ｖａが大きくなるとフリッカが発生していた。
【００５７】本実施の形態では、レベルシフトΔＶの階
調電圧依存性を考慮して、ソースドライバ内の抵抗分割
回路の抵抗分割比が上下非対称に設定されており、これ
によって図５および図６の曲線２１，２２のようにレベ
ルシフトΔＶ特性に合った出力をすることができる。ま
た、本実施の形態のソースドライバを備えるソースライ
ン駆動回路は、上述のように抵抗分割比が設定されるこ
とにより、出力電圧のセンター値が図１３の曲線３２に
示すような特性をもつ階調電圧を発生することができ
る。そのため、レベルシフトΔＶ特性の補正のずれがな
く、フリッカなどの表示不具合を完全に解消できる。
【００５８】また、ソースドライバ内部に抵抗分割比を
最適に作りこむことで、ＩＣ化したときの特徴である抵
抗分割比精度がよいというメリットも得ることができ
る。仮に外部回路から全階調分の電圧を供給すること
は、前記課題で示したように最も高精度であるべき中間
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調表示領域で５ｍＶ程度の電圧精度が要求されるため、
実現できない。本実施の形態ではＩＣ内にΔＶ特性の補
正を考慮した特性を満たし、かつγ特性に適合した階調
電圧を作成できる電圧発生回路を設けた。一般にＩＣ内
での分圧精度は、約１ｍＶ以下の精度で設定することが
可能であり、本願発明を実現することができる。ここで
γ特性とは表示装置へ入力される表示信号と該表示装置
の出力である表示特性の関係を表す特性で、γ特性がそ
の表示信号と表示装置に適合していないときは、表示さ
れる画像が白側または黒側に飽和し観察者に違和感を生
じさせる。γ特性は表示信号または表示装置によって異
なるため、その特性を考慮して階調電圧を決める必要が
ある。しかしながら、一般に使われる、たとえばＴＶ信
号またはＶＧＡ（Video Graphics Array)信号などの表
示信号や、たとえばＣＲＴなどの表示装置ではγ特性の
値はほぼ一定であり、その値にあわせて階調電圧を決め
ることができる。またΔＶ特性は、液晶表示装置に使用
される液晶材料の種類が支配的であるため、液晶材料が
共通の表示装置であれば画面サイズにかかわらず本発明
の駆動回路も共通に使用できる。
【００５９】（実施の形態２）実施の形態２において
は、ソースドライバの外部に階調基準電圧回路を設けて
いない。ソースドライバ２は、図７に示すように、ＩＣ
（集積回路）化された階調電圧作製回路１１、選択回路
１２、出力バッファ１３および２つの入力端子Ｓ

H1
，Ｓ

L1
を備えており、一方の入力端子Ｓ

H1
には、外部電源に

より形成した正極性用の最上位階調基準電圧Ｖ
H1
’が供

給され、他方の入力端子Ｓ
L1
には、外部電源により形成

した負極性用最下位階調基準電圧Ｖ
L1
’が供給される。

ソースドライバは外部から供給される階調基準電圧
Ｖ

H1
’およびＶ

L1
’に基づいて、階調電圧作成回路１１

で複数の階調電圧を作成し、選択回路１２においてデー
タ信号に応じたいずれかの階調電圧を選択し、出力バッ
ファ１３を介してソースライン４へ出力する。
【００６０】ソースドライバ２の階調電圧作成回路１１
は、実施の形態１と同様に複数の抵抗が直列に接続され
た抵抗分圧回路からなる。たとえば、Ｎ階調表示される
には、２Ｎ－１個の抵抗が一方の入力端Ｓ

H1
から他方の

入力端Ｓ
L1
の間に、Ｒ

H1
，Ｒ

H2
，…，Ｒ

Hn
，…，

Ｒ
HN-1
，Ｒ

m
，Ｒ

LN-1
，…，Ｒ

Ln
，…，Ｒ

L1
の順に直列

に設けられている。
【００６１】実施の形態２では、階調電圧作成回路１１
中の２Ｎ－１個の直列抵抗を用いて正極性用最上位階調
基準電圧Ｖ

H1
’と負極性用最下位階調基準電圧Ｖ

L1
’と

の間を抵抗分割し、正極性用のＮ個の階調電圧、および
負極性用のＮ個の階調電圧、計２Ｎ個の所望の階調電圧
を作成する。実施の形態１と同様に、ソースドライバ内
部の抵抗分圧回路で階調表示が滑らかにかつ所望のγ特
性になるように全ての階調を設定し、かつレベルシフト
ΔＶ特性の補正が完全になされるように、抵抗分割比を
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正極性側と負極性側とで上下非対称になるように設定し
ている。
【００６２】図８に、本実施の形態２のソースドライバ
の抵抗分圧回路で作成された階調電圧をソースラインへ
出力し、液晶パネルの画素を駆動させたときの輝度を階
調毎に示す。図８の横軸は階調を表し、縦軸は各階調ご
との液晶セル電圧Ｖ

LC
を液晶パネルの液晶層に印加した

ときの輝度を表す。第１階調電圧Ｖ
1
（黒表示）のとこ

ろに〇印が付してあるのは、正極性および負極性とも
に、第１階調電圧Ｖ

1
として外部からソースドライバに

階調基準電圧が供給されていることを表している。図８
に示されるように、正極性用最上位階調基準電圧と負極
性用最下位階調基準電圧とを入力するだけで、第１階調
電圧Ｖ

1
から第６４階調電圧Ｖ

64
まで、不自然な輝度変

化をすることなく、かつレベルシフトΔＶ特性の補正が
なされた表示が可能な液晶表示装置を実現できる。
【００６３】また、本実施の形態２のソースドライバを
有するソースライン駆動回路が備えられたアクティブマ
トリクス型液晶表示装置では、フリッカ評価パターンを
用いての共通電極電圧の調整作業において、ある階調パ
ターンに対してフリッカが生じないように共通電極電圧
を最適化するだけで、他の全ての階調パターンについて
もフリッカが生じなくすることができる。これにより、
共通電極電圧を最適化する調整作業を非常に簡便に短時
間に行うことが可能となる。
【００６４】上述したように、実施の形態２において
は、ソースドライバの外部に階調基準電圧発生回路を設
けずに、正極性用最上位階調基準電圧Ｖ

H1
’および負極

性用最下位階調基準電圧Ｖ
L1
’のみをソースドライバに

供給するだけで、上述のようにレベルシフトΔＶ特性の
補正が完全になされるように、抵抗分圧回路の抵抗分割
比が設定されているため、出力電圧のセンター値が図１
３の曲線３２に示されるような特性を持つ階調電圧を出
力可能である。そのため、レベルシフトΔＶ特性の補正
のずれがなく、フリッカなどの表示不具合を完全に解消
できる液晶表示装置を提供することができる。
【００６５】
【発明の効果】本発明によれば、ソースドライバに設け
られている階調電圧作成用の抵抗分圧回路の複数の抵抗
分割比が、液晶の誘電率異方性に起因するレベルシフト
ΔＶの非線形な特性を考慮して正極性用と負極性用とで
非対称となるように設定されているので、レベルシフト
ΔＶ特性の補正を各階調において行うことができ、各階
調毎に正極性の液晶セル電圧Ｖ

LC
と負極性の液晶セル電

圧Ｖ
LC
とを等しくすることができる。すなわち、液晶分

子によけいなＤＣ電圧がかかることがなくなるため、焼
付きが発生せず、フリッカなどの表示不具合を解消する
ことができ、表示品位を格段に向上することが可能とな
る。また全ての階調電圧がレベルシフトΔＶを考慮して
完全な補正がされるため、各階調のフリッカ評価パター
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ンにて目視により共通電極電圧Ｖ

COM
を調整する作業に

おいて、ある任意の１点の階調でフリッカが見えなくな
るように共通電極電圧Ｖ

COM
を調整するだけで、全階調

でフリッカなどの表示不具合を完全に解消することがで
き、共通電極電圧Ｖ

COM
の調整作業が非常に楽になり、

作業時間を短縮することが可能となる。
【００６６】また、本発明によれば、ソースドライバ内
に設けられる階調電圧作成用の抵抗分圧回路の複数の抵
抗分割比をＩＣ（集積回路）化することにより高精度で
目標とするγ特性（階調表示特性）に合わせ込むことが
可能である。よって、本発明によるソースドライバは、
理想的なγ特性を有する滑らかな階調表示を実現する液
晶印加電圧を出力することができる。
【００６７】また、本発明によるソースライン駆動回路
は、階調電圧作成用の抵抗分割回路の抵抗分割比が前述
のように設定されているので、従来のように多数のレベ
ルの階調基準電圧をソースドライバに供給しなくとも画
素を最適に駆動することができる。したがって、ソース
ライン駆動回路のソースドライバ外部に設ける階調基準
電圧発生回路を削減することができるので、全体として
ソースライン駆動回路規模を縮小することができ、部品
コストを低減できるとともに、低消費電力化を実現する
ことが可能となる。
【００６８】また、本発明によれば、ソースライン駆動
回路は、正極性の最上位階調基準電圧と負極性用の最下
位階調基準電圧とをソースドライバに供給し、正極性用
および負極性用の全ての階調電圧をソースドライバ内の
抵抗分圧回路で高精度かつ適正に作成することが可能と
なるため、ソースドライバ外部に階調基準電圧発生回路
を設ける必要がなく、ソースライン駆動回路規模を縮小
することができ、部品コストを削減できるとともに、低
消費電力化を実現することが可能となる。
【００６９】また、本発明によるアクティブマトリクス
型液晶表示装置は、ソースドライバに設けられている階
調電圧作成用の抵抗分圧回路の抵抗分割比が正極性用と
負極性用とで非対称となるように設定されているため、
各階調電圧によって異なるレベルシフトΔＶを、ソース
ドライバ内の抵抗分圧回路の抵抗分割比に反映させて補
正することが可能となる。そのため、フリッカなどの表
示不具合を解消することができ、表示品位を格段に向上
したアクティブマトリクス型液晶表示装置を得ることが
可能となる。
【００７０】また、従来のように多数の外部階調基準電
圧をソースドライバに供給することなく、目標のγ特性
に合わせ込んだ理想的で高精度な階調電圧を作成するこ
とができる。したがって、ソースドライバ外部に設ける
階調基準電圧発生回路を縮小することができ、全体とし
てソースライン駆動回路規模を縮小することができ、部
品コストを削減できるとともに、低消費電力化を実現す
ることができる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係るアクティブマトリクス型液晶表示
装置の概略構成を示す図である。
【図２】本発明の実施の形態１に係るアクティブマトリ
クス型液晶表示装置の概略構成を示す図である。
【図３】本発明の実施の形態１に係るソースドライバの
構成を示すブロック図である。
【図４】本発明の実施の形態１に係るソースドライバ内
部の抵抗分圧回路の抵抗値を表す図である。
【図５】本発明の実施の形態１に係る各階調毎の正極性
および負極性のソースラインへの出力電圧を表す図であ
る。
【図６】本発明の実施の形態１に係る各階調毎の正極性
および負極性のソースラインへの出力電圧を表す図であ
る。
【図７】本発明の実施の形態２に係るソースドライバの
構成を示すブロック図である。
【図８】本発明の実施の形態２に係る各階調毎の画素の
輝度を表す図である。
【図９】スイッチング素子としてＴＦＴを使用したアク
ティブマトリクス型液晶表示装置における、１画素分の
等価回路図である。
【図１０】ゲートライン５に供給される走査電圧Ｖ

Y
、

ソースライン４に供給される階調電圧Ｖ
X
、極性反転信

号ＲＥＶ、共通電極電圧Ｖ
COM
およびこれらの電圧によ

って液晶セル容量Ｃ
LC
に生じる液晶セル電圧Ｖ

LC
の波形

をそれぞれ示す波形図である。
【図１１】従来のアクティブマトリクス型液晶表示装置
の概略構成を示す図である。
【図１２】階調－輝度特性で基準電圧の入力が５点の場
合を示す図である。
【図１３】従来のアクティブマトリクス型液晶表示装置
のソースドライバを用いたレベルシフトΔＶおよび出力
電圧のセンター値を示す図である。
【図１４】従来の他のアクティブマトリクス型液晶表示
装置の概略構成を示す図である。
【図１５】従来の他のアクティブマトリクス型液晶表示
装置の液晶駆動方法の電圧関係を説明するための図であ
る。
【符号の説明】
１  画素アレイ
２  ソースドライバ
３  ゲートドライバ
４  ソースライン
５  ゲートライン
６  ＴＦＴ
７  画素
８  ソースライン駆動回路
９  階調基準電圧発生回路
１１  階調電圧発生回路
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１２  選択回路
１３  出力バッファ
２１  本発明の正極性の各階調毎のソースラインへの出
力電圧曲線
２２  本発明の負極性の各階調毎のソースラインへの出
力電圧曲線
２３  各階調毎のレベルシフトΔＶ特性
２４  従来における正極性の各段階毎のソースラインへ*

18
*の出力電圧曲線
２５  従来における負極性の各段階毎のソースラインへ
の出力電圧曲線
３１  従来技術の駆動法で作成された階調電圧のセンタ
ー値
３２  各階調毎のレベルシフトΔＶ特性
４１  正極性の階調電圧作成用直列抵抗の抵抗値
４２  負極性の階調電圧作成用直列抵抗の抵抗値

【図１】

【図２】

【図１３】
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【図３】

【図４】

【図７】
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【図５】

【図６】

【図１４】



(13) 特開２００１－１００７１１

【図８】 【図９】

【図１０】 【図１２】
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【図１１】

【図１５】
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